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福祉保健課 ほけんグループからのお知らせ

国民健康保険・後期高齢者医療に加入する皆さまへ

医療費などが高額になったら？
「認定証」を病院で提示すれば、窓口での支払いが一定
の金額になります。※保険証の提示も必要です。

◎所得に応じてそれぞれの自己負担額が決められています。詳しくは福祉保
健課の窓口または電話でご相談ください。

保険税の納め忘れはありませんか？ 皆さまが納めていただく保険
税は国保の大切な財源です。期限内の納付にご協力をよろしくお願
いします。

■問い合わせ先：役場福祉保健課ほけんグループ　村内無料電話☎７６８−７５１２

　高額医療費制度の仕組みでは、ひと月の窓口医療費が自己負担限度額以上になった場合でも、いったん
その額を支払ってもらっていましたが、事前に申請し「認定証」の交付を受け、病院などで提示すると窓
口の支払いが自己負担限度額までになります。

高額な診療受診者 事前の手続き 病院など窓口で見せるもの

・７０歳未満
・７０歳以上の村民税非課税世帯

の人

役場窓口で「認定証」の交付申請
をしてください。

「保険証」と「認定証」を見せて
ください。

・７０歳以上の村民税非課税世帯
でない人

必要ありません 「保険証」を見せてください。

役　場

①事前に「認定証」の申請

医療機関被保険者
（福祉保健課）

③「認定証」を提示
　(窓口支払いが一定の限額に

なります)

②「認定証」の交付

お願い



税務住民課からのお知らせ

平成２６年１月から
記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されます !

△

事業所得等を有する白色申告の方に対する現行の記帳・帳簿等の保存制度
について、平成２６年１月から対象となる方が拡大されます。
※現行の記帳・帳簿等の保存制度の対象者は、白色申告の方のうち前々年度分あるいは前年分の事業所得等の

金額が３００万円を超える方です。

　平成２６年１月からの記帳・帳簿等保存制度

◎対象となる方
　事業所得、不動産所得または山林所得を生ずるべき業務を行う全ての方です。
※所得税の申告の必要がない方も、記帳・帳簿等の保存制度の対象となります。

◎記帳する内容
　売り上げなどの収入金額、仕入れやその他の必要経費に関する事項を帳簿に記載します。
　記帳に当たっては、一つ一つの取引ごとではなく日々の合計金額のみをまとめて記載するなど、簡易な方法
で記載してもよいことになっています。

◎帳簿等の保存
　収入金額や必要経費を記載した帳簿のほか、取引に伴って作成した帳簿や受け取った請求書・領収書などの
書類を保存する必要があります。

【帳簿書類の保存期間】

保　存　が　必　要　な　も　の 保存期間

帳簿
収入金額や必要経費を記載した帳簿（法定帳簿） ７年

業務に関して作成した上記以外の帳簿（任意帳簿） ５年

書類
決算に関して作成した棚卸表その他の書類 ５年

業務に関して作成した、または受領した請求書、納品書、送り状、領収書などの書類 ５年

　記帳説明会のご案内

△

税務署では、新たに記帳を行う方や記帳の仕方が分からない方のために、記
帳・帳簿等の保存制度の概要や記帳の仕方等を説明する「記帳説明会」を
計画しています。

　記帳・帳簿等の保存制度の詳細や「記帳説明会」等のご案内については、国税庁ホームページ
（http://www.nta.go.jp) の「個人で事業を行っている方の帳簿の記載・記録の保存について」を
ご覧いただくか、最寄りの税務署にお電話いただき、自動音声にしたがって「２」を選択後、所得
税担当までお問い合わせください。

■問い合わせ先　延岡税務署　☎０９８２−３２−３３０１
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健康だより〈№179〉
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●ご自身や家族だけで悩むことなく、相談機関に支援を求めましょう
　もし、つらい思いを相談されたら、まずは、あなたが落ち着きましょう。何かアドバイスをしなくてはい
けないと気負う必要はありません。その人が落ち着くまでしっかり話を聴き続けてください。その人が少し
落ち着いたら、不安や心配を１人で抱え込まず、下記の相談機関があることを教えてあげてください。

名　　　称 時　　間 種類 電話番号 備　　考

自殺防止電話
「ライフネット宮崎」

月・火・木・土曜日
午後７時から

午後１１時まで
電話 ０９８５−２８−２５５５

専門の相談員が相談に
応じます。匿名での相
談も可能です。

ＮＰＯ法人
宮崎自殺防止センター

水・金・日曜日
午後８時から

午後１１時まで
電話 ０９８５−７７−９０９０

電話相談
「こころの電話」

平　　日
午前９時から
午後７時まで

電話 ０９８５−３２−５５６６

よりそいホットライン ２４時間 電話
０１２０−２７９−３３８

（無料）

日向保健所 平　　日
午前８時３０分から
午後５時１５分まで

電話
訪問
来所

０９８２−５２−５１０１
まずは保健師にご相談
ください。本人だけで
なく家族の相談にも応
じます。匿名での相談
も可能です。

役場　福祉保健課　
健康づくりグループ

６８−７５１０
７６８−７５１０（無料）

ほうれん草の
チーズ風味ごま和え

骨の貯金ができるレシピ

★材料（３人分）
ほうれん草・・・・２００ｇ
白すりごま・・・・大さじ３
粉チーズ・・・・・・大さじ１
砂糖・・・・・・・・・・大さじ１弱
しょうゆ・・・・・・大さじ１

★作り方
①ほうれん草は塩を少々入れたお湯でさっとゆで

て水にとります。
②水気をよくきり食べやすい長さに切る。
③ボウルにＡを混ぜ合わせ、②の水気を再びしぼっ

て加え全体を和える。
エネルギー：129kcal
タンパク質：5.9g　脂質：9.0g
カルシウム：242mg　塩分：0.9g 椎葉豊香さん（椎葉村食改会長）の紹介レシピ

ほのかなチーズの香りが、おいしさを増します。
ほうれん草、粉チーズ、ごまといったカルシウムをたくさん含んだ食材
をふんだんに使っていますので、１日に必要なカルシウムの３分の１以
上を摂ることができます。ぜひ作ってみてくださいね。

Ａ



健 康 だ よ り №179
役場 福祉保健課
健康づくりグループ
☎６８−７５１０　無料☎７６８−７５１０

ひとりで悩まないで、誰かに話してみませんか？
あなたの大切な人は悩み、苦しんでいませんか？

〜９月１０日から１６日は「自殺予防週間」です！〜
　日本では、平成１０年以降、毎年、３万人以上（１日約９０人）の人々が自殺で亡くなっています。これは、
交通事故で亡くなる人の約５倍で、１６人に１人が自らの手で命を絶っていることになります。また、宮崎
県は、全国的にも自殺死亡率が高く、平成２３年には全国ワースト３位となっています。

●自殺について知っておいて欲しいこと
【自殺は、個人の自由な意志や選択の結果と考えていませんか？】

　自殺の背景には、健康問題、経済問題などさまざまな要因が複雑に関係しています。その結果、生じた悩
みにより心理的に追い詰められ、うつ病、アルコール依存症等の精神疾患を発症し、自殺以外の選択肢が考
えられない状態に陥った「追い込まれた末の死」ということがいえます。

【自殺は予防することができるのをご存じですか？】
　悩みを引き起こすさまざまな問題への適切な対応や、うつ病等の精神疾患に対する適切な治療により、多
くの自殺は防ぐことができます。

【相談できずに悩んでいる人がいることをご存じですか？】
　死にたいと考えている人も、心の中では、「生きたい」という気持ちとの間で激しく揺れ動いており、不眠、
原因不明の体調不良など自殺の危険を示すサインを発しています。家族や職場の同僚など、身近な人が自殺
のサインに気づき、自殺予防につなげていくことが大切です。

●一人一人が自殺予防の主役となる
　自殺のサインに気づいて早い段階で専門家につなぎ、その指導を受けながら見守っていくことが大切です。
特に注意すべき点として、次のような自殺のサインがあります。

自殺のサイン

①不安やイライラが強く、落ち着きがない　　　　　  ②不眠症状が強く、長く続いている

③将来に全く希望が持てない　　　　　　　　　　　  ④周囲からの援助が全く得られない

⑤親しい人と離別して立ち直れない　　　　　　　　  ⑥アルコール依存症や薬物依存症にかかっている

⑦慢性疾患を抱えていたり、身体機能に障害がある　  ⑧家出癖がある

⑨自殺を口にしたり、自傷行為をする　　　　　　　  ⑩過去に自殺を図ったことがある

　心に悩みを抱えていると、上記のようなサインが出てきます。もし、周りの人の変化に気が付いたら、
「眠れちょるね？」など一言声をかけ、様子を見守ってください。
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村のできごと

　８月６日から８日の３日間、椎葉中学校の２年生
が各事業所で職場体験学習を行いました。
　どの事業所でも、皆さん真面目に一生懸命取り組
んでいました。同じことをずっと続けたり、繰り返
したりする仕事が多く大変そうでした。
　この体験を通して、働くことの大変さ、尊さを学
び、将来に生かしていってほしいです。

職場体験学習 実施！

▲

Ａ
コ
ー
プ
で
働
く
椎
葉
達
哉
君
と

　

久
間
圭
一
郎
君

この記事は中学生の桑原日向子さんが作成しました！

▲
児
童
館
生
と
水
遊
び
を
す
る
黒
木
優
香
さ
ん

▲

病
院
で
掃
除
す
る
植
村
京
香
さ
ん

椎葉
晃充
村長の

8月の
動き

車いすの寄贈
　

愛
知
県
の
株
式
会
社
恒
進
製
作
所
よ

り
、
毎
年
車
い
す
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
、今
年
も
５
台
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
車
い
す
は
、
役
場
庁
舎
に

２
台
、平
寿
園
に
３
台
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

郡婦人スポーツレクリエーション大会
　

８
月
５
日
、
村
体
育
館
に

お
い
て
東
臼
杵
郡
婦
人
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
結
果
は
、
プ
リ
ン
セ
ス
ク

ラ
ス
で
準
優
勝
、
ク
イ
ー
ン
ズ
ク

ラ
ス
が
優
勝
と
椎
葉
村
婦
人
会

の
活
躍
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

▲クイーンズクラスで優勝した
　上椎葉婦人会

１
日　

県
行
財
政
改
革
懇
談
会（
宮
崎
市
）

２
日　

自
治
会
館
管
理
組
合
議
会

　
　
　

町
村
会
理
事
会

　
　
　

総
合
事
務
組
合
総
会

３
日　

入
郷
地
域
開
発
期
成
同
盟
会
・

　
　
　
　

県
庁
要
望
活
動

　
　
　

東
九
州
自
動
車
道

　
　
　
　

建
設
促
進
地
方
大
会

６
日　

後
期
高
齢
広
域
連
合
決
裁

　
　
　
　
（
宮
崎
市
）

７
日　

日
向
人
吉
間
国
道
３
８
８
号

　
　
　
　

期
成
同
盟
会
要
望
活
動

　
　
　
　
（
宮
崎
市
・
〜
８
日
）

８
日　

東
臼
杵
郡
町
村
政
務
調
査

　
　
　
　
（
青
森
県
・
〜
10
日
）

17
日　

国
道
２
６
５
号
期
成
同
盟
会
総
会

18
日　

矢
立
高
原
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

20
日　

ひ
え
つ
き
節
日
本
一
大
会

　
　
　
　

実
行
委
員
会

21
日　

九
州
県
際
サ
ミ
ッ
ト（
五
ヶ
瀬
町
）

22
日　

県
農
政
審
議
会（
宮
崎
市
）

23
日　

県
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
大
会

　
　
　
　
（
宮
崎
市
）

　
　
　

町
村
会
臨
時
総
会

　
　
　

知
事
と
町
村
長
と
の
意
見
交
換
会

24
日　

九
州
自
動
車
道
建
設
促
進

　
　
　
　

地
方
大
会（
熊
本
県
）

28
日　

村
林
政
審
議
会

29
日　

治
山
林
道
協
会
役
員
視
察

　
　
　
　
（
長
野
県
・
〜
31
日
）



カメラ さんぽ 椎葉の夏まつり！

小丸川源流まつり（７月22日）

矢立高原フェスティバル（８月18日）

し
い
ば
花
火
大
会

（
８
月
18
日
）

尾
前
渓
谷
ま
つ
り

（
８
月
15
日
）
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カメラ さんぽ

焼
畑
体
験
学
習
「
火
入
れ
」

　８月２０日、尾向向山日当地区で尾向小学校の焼畑体験学習「火
入れ」が行われました。
　８月に入ってからは雨の日が多く心配されましたが、例年になく
よく燃え、保護者、児童は一安心。昼食後、豊作を願ってソバの種
が蒔かれました。

プロレス観戦！！
　

８
月
９
日
、
椎
葉
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
ア

ジ
ア
ン
プ
ロ
レ
ス
の
興
行
が
あ
り
、
た
く
さ

ん
の
村
民
が
観
戦
し
ま
し
た
。

　

目
の
前
で
見
る
プ
ロ
レ
ス
は
迫
力
が
あ

り
、
ま
た
、
場
外
乱
闘
が
あ
る
な
ど
、
と
て

も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

全国子ども神楽サミット in 島根
　８月１７日から１９日にかけて、島根県浜田市で全国子
ども神楽サミットが開催され、大河内子ども会が出演しま
した。
　披露した演目は「大神神楽」。緊張しながらも立派な舞を
披露する事ができました。

釣り教室 開校！

　８月２１日、大河内小学校で漁業協同組合による釣り教
室が行われました。放流された約１５０匹のマスを、大人
の指導を受けながら釣り上げました。釣りきれなかった魚
は、みんなでつかみ取り。昼食には穫れたマスを塩焼きし、
みんなで美味しくいただきました。
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▽
お
知
ら
せ

税
の
納
期（
９
月
分
）

　

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

〔
国
民
健
康
保
険
税
〕（
４
期
）

■
納
期
限　
　
　

10
月
１
日（
月
）

■
口
座
振
替
日　

９
月
26
日（
水
）

　

税
金
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
督
促
状
の
発
行

や
滞
納
整
理
の
事
務
な
ど
で
、
必
要
以
上

の
経
費（
税
金
）が
か
か
り
ま
す
。
税
金
は

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

滞
納
は
許
さ
な
い
！

「
国
民
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
納
税
の
義
務
を
負
ふ
。」（
憲
法
第
30

条
）

　

善
良
な
納
税
者
の
た
め
に
も
滞
納
者
に

は
滞
納
処
分
を
行
い
税
負
担
の
公
平
性
を

発
表
も
あ
り
ま
す
。

　

精
神
保
健
福
祉
に
関
心
の
あ
る
方
な

ら
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

地
域
に
住
む
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
、

心
の
健
康
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？

■
日　

時

　

10
月
５
日（
金
）

　

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

■
会　

場

　

日
向
市
中
央
公
民
館（
大
ホ
ー
ル
）

■
参
加
料　

無
料

■
販　

売

　

日
向
・
入
郷
地
域
の
福
祉
事
業
所
の

物
品
販
売
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

日
向
市
・
東
臼
杵
郡
障
が
い
者
自
立
支

援
協
議
会
事
務
局　

日
向
市
障
が
い
者

セ
ン
タ
ー
あ
い
と
ぴ
あ

　

 

☎
０
９
８
２（
52
）５
４
３
４

第
63
回
全
国
労
働
衛
生
週
間

「
心
と
か
ら
だ
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク　

　
  

み
ん
な
で
進
め
る
健
康
管
理
」

　

全
国
労
働
衛
生
週
間
は
、
昭
和
25
年
に

第
１
回
が
実
施
さ
れ
て
以
来
、
国
民
の
労

働
衛
生
に
関
す
る
意
識
を
高
揚
さ
せ
、
事

業
場
に
お
け
る
自
主
的
労
働
衛
生
管
理

活
動
を
通
じ
た
労
働
者
の
健
康
の
保
持
増

進
等
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

保
ち
ま
す
。

　

滞
納
者
の
No
税
は
、
許
し
ま
せ
ん
。

平
成
24
年
度
軽
自
動
車
税

地
区
別
滞
納
台
数

　

上
椎
葉　

20
台　
　

鹿
野
遊　

３
台

　

仲　

塔　

３
台　
　

尾
八
重　

３
台

　

尾　

向　

６
台　
　

不
土
野　

６
台

　

大
河
内　

４
台　
　

小　

崎　

16
台

　

松　

尾　

14
台　
　

栂　

尾　

１
台

　

県　

外　

９
台　
　

合　

計　

85
台

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
住
民
課 

税
務
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
５

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
５
１

精
神
保
健
福
祉
に
関
す
る　

市
民
講
座
を
開
催
し
ま
す

　

日
向
市
・
東
臼
杵
郡
障
が
い
者
自
立
支

援
協
議
会
は
、
障
が
い
を
持
た
れ
た
方
が

「
地
域
で
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
が
で
き

る
」
よ
う
地
域
の
関
係
者
が
集
ま
り
、
地

域
課
題
を
共
有
・
整
理
し
住
み
や
す
い
地

域
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

事
前
に
民
生
委
員
さ
ん
を
対
象
に
行
っ

た
精
神
障
害
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
も
と
に
、
田
中
病
院
田
中
洋
院
長
先

生
か
ら
精
神
の
病
気
や
障
が
い
・
地
域
に

住
む
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
お

話
い
た
だ
き
ま
す
。
当
事
者
の
方
の
体
験

し
た
。

　

宮
崎
県
に
お
け
る
業
務
上
疾
病
に
よ
る

被
災
者
は
近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
平
成
23
年
の
自
殺
者
数
は

３
３
８
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
41
人
が
勤

務
問
題
を
原
因
・
動
機
の
一
つ
と
し
て
い

る
こ
と
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
上
の
理
由
で

休
業
ま
た
は
退
職
す
る
労
働
者
が
少
な
か

ら
ず
お
り
、
精
神
障
害
等
に
よ
る
労
災
認

定
件
数
が
高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
こ

と
等
か
ら
、
職
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
の
取
り
組
み
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、「
心
と
か
ら
だ
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク　

み
ん
な
で
進
め
る
健
康
管
理
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
10
月
１
日
か
ら
10
月
７

日
ま
で
の
期
間
実
施
さ
れ
ま
す
。
９
月
１

日
か
ら
９
月
30
日
を
準
備
期
間
と
し
、
県

内
す
べ
て
の
事
業
場
に
お
い
て
、
労
働
衛

生
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
自
主

的
な
労
働
衛
生
管
理
活
動
を
推
進
し
ま

し
ょ
う
。

宮
崎
労
働
局
労
働
基
準
部

Public Relations of  SHIIBA � 2012（H24）９月号

Shiiba Information

村 花『シャクナゲ』
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椎
葉
村
役
場
旧
庁
舎
の
解
体

工
事
に
つ
い
て

　

現
在
、
旧
庁
舎
の
解
体
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。
工
事
期
間
中
、
関
係
車
両
の
出

入
り
が
多
く
な
る
と
と
も
に
、
役
場
横
駐

車
場
の
使
用
に
制
限
が
出
ま
す
。
村
民
の

皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た

し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
通
行
の
際
に
は
十
分
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

総
務
課 

財
務
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
１

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
２
１

不
動
産
合
同
公
売
会
の
実
施

　

県
と
市
町
村
は
、
滞
納
処
分
に
よ
り

差
し
押
さ
え
た
不
動
産
を
公
売
し
ま
す
。

詳
し
く
は
日
向
県
税
・
総
務
事
務
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
情
報
は
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。）

■
日　

時

　

11
月
９
日（
金
）
13
時
か
ら

※
開
場
は
12
時
30
分（
12
時
50
分
頃
か

ら
入
札
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
ま

す
の
で
な
る
べ
く
そ
れ
ま
で
に
ご
来

場
く
だ
さ
い
）

■
場　

所

　

宮
崎
県
庁（
７
号
館
７
４
４
号
室
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

日
向
県
税･

総
務
事
務
所
納
税
管
理
課

　

☎
０
９
８
２（
52
）４
１
４
８

財
産
を
相
続
し
た
と
き

　

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
財
産
を
相
続
や
遺

贈（
遺
言
に
よ
っ
て
財
産
を
譲
る
こ
と
）に

よ
っ
て
も
ら
っ
た
場
合
に
は
、
相
続
税
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

相
続
税
は
、
相
続
や
遺
贈
に
よ
っ
て
取

得
し
た
財
産
お
よ
び
相
続
時
積
算
課
税
の

適
用
を
受
け
て
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
財

産
の
価
額
の
合
計
額
か
ら
債
務
や
葬
式
費

用
の
金
額
を
控
除
し
、
相
続
開
始
前
３
年

以
内
の
暦
年
課
税
に
係
る
贈
与
財
産
の
価

額
を
加
算
し
た
「
正
味
の
遺
産
額
」
が
基

礎
控
除
額
を
超
え
る
場
合
、
そ
の
財
産
を

取
得
し
た
人
は
、
相
続
税
の
申
告
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
告
お
よ
び
納
期
限

は
、
被
相
続
人
の
死
亡
し
た
こ
と
を
知
っ

た
日
か
ら
10
か
月
以
内
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http://w
w

w
.nta.go.jp

）

　

ま
た
、相
続
税
に
つ
い
て
お
分
か
り
に

な
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、最

寄
り
の
税
務
署
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

延
岡
税
務
署

　

☎
０
９
８
２（
32
）３
３
０
１

▽
相　

談

三
者
合
同
相
談
の
開
設　
　

（
行
政
・
心
配
ご
と
・
人
権
）

　

平
成
24
年
10
月
15
日（
月
）か
ら
21
日

（
日
）は
「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

行
政
相
談
員
制
度
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
、
よ
り
一
層
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
本
村
で
は
三
者
合
同
相
談
を
開
設
し

ま
す
。

　

日
頃
抱
い
て
い
る
お
悩
み
等
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か
。
各
分
野
の
専
門
員
が
あ
な
た

の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
９
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

■
場
所　

高
齢
者
セ
ン
タ
ー（
上
椎
葉
）

■
内
容

　

◎
行
政
相
談

　
　
（
相
談
員
：
椎
葉 

洋
子 

氏
）

・
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど

・
行
政
制
度
や
仕
組
み
に
つ
い
て

・
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

な
い 

な
ど

　

◎
心
配
ご
と
相
談

　
　
（
相
談
員
：
椎
葉 

勝 

氏
）

・
心
の
悩
み

・
家
族
関
係
等
で
お
困
り
の
方

・
金
銭
関
係
で
お
困
り
の
方

・
日
常
生
活
に
お
い
て
心
配
な
事
や

お
困
り
の
方

　

◎
人
権
相
談

（
人
権
擁
護
委
員
：
荒
竹 

ト
シ
子 

氏

　
　
　
　
　
　
　

 

松
岡 

鍾 

氏
）

・
金
銭
貸
借
、
売
買
、
相
続
、
登
記

関
係
、
借
地
借
家 

な
ど

・
い
じ
め
、
体
罰
、
婚
姻
お
よ
び
離

婚
、
名
誉
信
用 

な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

総
務
課 

行
政
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
１

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
２
１

法
務
局
な
ん
で
も
相
談　
　

人
権
・
な
や
み
ご
と
相
談

　

法
務
省
で
は
、平
日
は
仕
事
等
の
た
め
法

務
局
を
利
用
す
る
機
会
が
少
な
い
国
民
の
た

め
に
、休
日
で
あ
る
日
曜
日
に
、法
務
局
所

掌
事
務
に
関
す
る
相
談
所
を
全
国
で
一
斉
に

開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、広
く
国
民
に
法
務

局
の
専
門
性
の
高
い
業
務
内
容
を
理
解
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
全
国
一
斉

法
務
局
休
日
相
談
所
」を
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
日　

時

　

９
月
23
日（
日
）

　

10
時
〜
16
時（
最
終
受
付
15
時
30
分
）

■
相
談
会
場

　

延
岡
市
本
小
路
39
番
地
１

　

延
岡
市
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

■
相
談
担
当

　

法
務
局
職
員
・
人
権
擁
護
委
員

　

公
証
人
・
司
法
書
士

　

土
地
家
屋
調
査
士
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■
相
談
内
容

　

不
動
産
の
売
買
や
贈
与
、
相
続
の
登

記
、
会
社
の
登
記
、
隣
地
と
の
土
地
境

界
問
題
、
婚
姻
や
離
婚
、
養
子
縁
組
、

帰
化
・
国
籍
取
得
、
成
年
後
見
人
制
度
、

家
賃
の
受
領
拒
否
や
給
与
の
差
押
え
、

親
族
や
近
隣
間
の
問
題
、
セ
ク
ハ
ラ
、

い
じ
め
、
体
罰
、
Ｄ
Ｖ
、
騒
音
な
ど
の

人
権
問
題
、
遺
言
・
任
意
後
見
契
約
等

の
公
正
証
書
作
成
、
定
款
の
認
証
な
ど

に
つ
い
て
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

相
談
は
秘
密
厳
守
で
無
料
と
な
っ
て

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

宮
崎
地
方
法
務
局
延
岡
支
局

　

☎
０
９
８
２（
33
）２
１
７
９

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
ご
ざ
い
ま

せ
ん
か
？

　

労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
者
と
使
用
者

と
の
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
相
談
を
無
料
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
職
場
で
の
ち
ょ
っ
と

し
た
疑
問
な
ど
、
労
働
問
題
の
こ
と
な
ら

何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日　

時

　

10
月
１
日（
月
）〜
８
日（
月
）

　

平
日　

８
時
30
分
〜
20
時
ま
で

　

土
日
・
祝
日　

９
時
か
ら
17
時

■
対
象
者　

県
内
事
業
者
な
ど
に
勤
務
す

る
労
働
者
お
よ
び
そ
の
使
用
者

■
場
所　

宮
崎
県
労
働
委
員
会
事
務
局

■
相
談
方
法　

面
談
・
電
話
・
メ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ
先

　

宮
崎
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
８
５（
26
）７
２
６
２

▽
募　

集

自
衛
官（
学
生
）の
募
集
！

　

自
衛
官（
学
生
）を
募
集
し
ま
す
。
ご
不

明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
日
向
地
域

事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
防
衛
大
学
校
学
生
】

○
推　

薦

　

■
資　

格

　
　

高
卒（
見
込
含
）21
歳
未
満
の
者

　

■
受
付
期
間

　
　

９
月
３
日（
月
）〜
５
日（
水
）

　

■
試
験
期
日

　
　

９
月
29
日（
土
）・
30
日（
日
）

○
総
合
選
抜

　

■
資　

格

　
　

高
卒（
見
込
含
）21
歳
未
満
の
者

　

■
受
付
期
間

　
　

９
月
３
日（
月
）〜
５
日（
水
）

　

■
試
験
期
日

　
　

１
次
：
９
月
29
日（
土
）

　
　

２
次
：
10
月
20
日（
土
）・
21
日（
日
）

○
一
般（
前
期
）

　

■
資　

格

　
　

高
卒（
見
込
含
）21
歳
未
満
の
者

　

■
受
付
期
間

　
　

９
月
３
日（
月
）〜
10
月
１
日（
月
）

　

■
試
験
期
日

　
　

１
次
：
11
月
10
日（
土
）・
11
日（
日
）

　
　

２
次
：
12
月
11
日（
火
）〜
15
日（
土
）

【
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
】

　

■
資　

格

　
　

高
卒（
見
込
含
）21
歳
未
満
の
者

　

■
受
付
期
間

　
　

９
月
３
日（
月
）〜
10
月
１
日（
月
）

　

■
試
験
期
日

　
　

１
次
：
10
月
27
日（
土
）・
28
日（
日
）

　
　

２
次
：
12
月
５
日（
水
）〜
７
日（
金
）

【
看
護
学
生
】

　

■
資　

格

　
　

高
卒（
見
込
含
）24
歳
未
満
の
者

　

■
受
付
期
間

　
　

９
月
３
日（
月
）〜
10
月
１
日（
月
）

　

■
試
験
期
日

　
　

１
次
：
10
月
20
日（
土
）

　
　

２
次
：
11
月
17
日（
土
）〜
18
日（
日
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
日
向
地
域
事
務
所

　

☎
０
９
８
２（
52
）６
９
１
４
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広報しいばの感想、要望、
何でも結構です。
裏面にご記入ください。
皆さまからのお便りを
お待ちしています！

（
点
線
に
沿
っ
て
切
り
取
り
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
官
製
は
が
き
可
）



感想、要望などお書きください。
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BOOK  CORNER

戸
籍
だ
よ
り
（
７
月
届
出
分
）

出
生　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

那
須 

結ゆ
い

夏か 

ち
ゃ
ん

（
不
土
野
中
）
浩
史
・
佐
和
子 

さ
ん

　
　

甲
斐 

す
ず
み 

ち
ゃ
ん

（
尾
手
納
）
雅
規
・
智
美 

さ
ん

　
　

栩
川 

仁じ
ん 

く
ん

（
鹿
野
遊
）
真
・
沙
緒
里 

さ
ん

死
亡　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

尾
前 

善
和 

様
（
78
歳
）

尾　

向
（
寺　
　

床
）

　

甲
斐 
義
春 
様
（
57
歳
）

松　

尾
（
小
河
内
）

　

山
中 

伴
良 
様
（
78
歳
）

上
椎
葉
（
桑
ノ
木
原
）

　

尾
前 

美
義 

様
（
83
歳
）

尾　

向
（
尾
前
下
）

　

甲
斐 

日
出
治 

様
（
向
山
日
当
上
）

（
故 

甲
斐 

サ
ク
エ 

様
）

　

黒
木 

次
男 

様
（
入
子
蒔
）

（
故 

黒
木 

純
子 

様
）

　

尾
前 

洋
子 

様
（
尾
前
下
）

（
故 

尾
前 

美
義 

様
）

　

尾
前 

サ
チ
カ 

様
（
寺
床
）

（
故 

尾
前 

善
和 

様
）

香
典
返
し

（
７
月
分
）
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
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２
日　

予
防
接
種（
日
脳
）

４
日　

集
合
学
習（
高
学
年
）

６
日　

地
区
中
学
校
秋
季
大
会

７
日　

第
43
回
村
民
体
育
大
会

８
日　

体
育
の
日

９
日　

三
者
合
同
相
談

　
　
　
　
（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

予
防
接
種（
Ｍ
Ｒ
）

10
日　

11
月
期
子
牛
村
品
評
会

　
　
　

小
学
校
修
学
旅
行（
〜
12
日
）

12
日　

地
区
中
学
校
秋
期
体
育
大
会

　
　
　
　
（
陸
上
）

14
日　

村
内
一
斉
清
掃

15
日　

集
合
学
習（
低
学
年
・
〜
16
日
）

16
日　

予
防
接
種（
三
混
・
日
脳
）

20
日　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
秋
季
大
会

21
日　

家
庭
の
日

　
　
　

椎
葉
中
学
校
文
化
祭

22
日　

11
月
期
郡
子
牛
共
進
会

23
日　

日
向
東
臼
杵
地
区
駅
伝
大
会

25
日　

第
10
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

　
　
　
　
（
〜
29
日
）

　
　
　

集
合
学
習（
高
学
年
・
〜
26
日
）

　
　
　

小
学
校
体
育
連
盟
陸
上
大
会

27
日　

女
性
の
つ
ど
い

　
　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

28
日　

松
尾
中
学
校
文
化
祭

29
日　

焼
畑
体
験
学
習
「
収
穫
」

　
　
　
　
（
尾
向
小
）

30
日　

妊
婦
・
お
誕
生
日
相
談

　
　
　

乳
児
健
診

　
　
　

予
防
接
種（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
Ｍ
Ｒ
）

31
日　

集
合
学
習（
中
学
年
）

10
月
の
主
な
行
事

図書室だより
■問い合わせ先
　椎葉村教育委員会
　　☎67−2850
無料☎767−0081（0082）

　

著
者
が
こ
れ
ま
で
に
受
け
た
悩
み

相
談
の
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
具
体

的
に
、
明
る
く
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

幸
せ
の
タ
ネ
ま
き
は
、毎
日
の
ち
ょ
っ

と
し
た
行
い
、
心
掛
け
で
で
き
る
こ

と
ば
か
り
で
す
。
愛
嬌
の
あ
る
イ
ラ

ス
ト
が
、
ギ
ス
ギ
ス
、
イ
ラ
イ
ラ
し

て
い
た
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

『
カ
ヨ
子
ば
あ
ち
ゃ
ん
73
の
言
葉
』

【
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
】

（
著
）
久
保
田 

カ
ヨ
子

『
幸
せ
の
タ
ネ
を
ま
く
と
、

　
　
　
　
　

幸
せ
の
花
が
咲
く
』

【
１
万
年
堂
出
版
】

（
著
）
岡
本 

一
志

　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
お
父
さ

ん
の
不
安
感
、
罪
悪
感
を
吹
き
飛
ば

す
カ
ヨ
子
節
が
炸
裂
。「
子
育
て
ほ

ど
お
も
し
ろ
い
も
の
は
な
い
！
」
と

思
え
る
説
得
力
の
あ
る
画
期
的
な

一
冊
。



今
年
の
夏
は
雨
が
多
い
な
ぁ
と
感
じ
ま
せ
ん

か
？
▼
じ
り
じ
り
焼
き
付
け
る
よ
う
な
太
陽
の

光
と
カ
ラ
カ
ラ
に
乾
い
た
空
気
と
い
う
の
が
後

半
は
あ
ま
り
無
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
▼
逆

に
言
う
と
過
ご
し
や
す
か
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
夏
は
川
や
海
に
泳
ぎ
に
行
き
た

い
！
っ
て
思
う
ぐ
ら
い
暑
く
な
い
と
な
ぁ
と
思

う
の
は
僕
だ
け
で
し
ょ
う
か
（
梅
吉
）

編
集
後
記

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

今月の表紙  Cover Message
　

代
々
受
け
継
が
れ
て
い
る
焼
畑
農

法
。
尾
向
小
学
校
で
は
伝
統
農
法
を

残
そ
う
と
毎
年
体
験
学
習
が
行
わ
れ
ま

す
。
火
入
れ
・
種
ま
き
・
収
穫
と
最
後

に
は
自
分
た
ち
で
打
っ
た
ソ
バ
を
食

べ
、
自
然
の
恵
み
を
堪
能
し
ま
す
。
こ

の
体
験
学
習
自
体
が
す
ば
ら
し
い
の
で

す
が
、
一
番
感
心
す
る
の
が
保
護
者
や

地
域
の
方
の
協
力
体
制
で
す
。
多
く
の

方
が
仕
事
を
休
ん
で
子
ど
も
の
た
め
に

汗
を
流
し
ま
す
。
そ
ん
な
姿
を
見
て
い

る
と
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
愛
情
が
深
い

な
ぁ
と
感
じ
ま
す
。

『
焼  

畑
』

　

原
生
林
を
短
時
間
で
味
わ
え
る
新
コ
ー

ス
「
栂
の
木
歩
道
」
を
初
め
て
公
開
し
ま

す
。
子
ど
も
さ
ん
が
参
加
で
き
る
や
さ
し

い
道
で
す
。

　

昼
食
後
、
江
戸
時
代
か
ら
伝
承
さ
れ
た

無
形
文
化
財『
大
河
内
臼
太
鼓
』（
十
五
夜

踊
り
）を
観
覧
し
ま
す
。
観
光
イ
ベ
ン
ト

で
は
な
く
、村
の
ま
つ
り
へ
の
参
加
で
す
。

■
日　

時　

９
月
30
日（
日
）

■
場　

所　

椎
葉
村 

大
河
内
地
区

■
参
加
費　

大　

人　
　
　

４
千
円

　
　
　
　
　

小
学
生
以
下　

２
千
円

　
　
　
　
　

３
才
未
満
幼
児
は
無
料

（
ガ
イ
ド
費
用
・
昼
食
弁
当
・
ご
神
前
・

傷
害
保
険
）

■
申
込
方
法　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

■
申
込
期
限　

９
月
22
日（
土
）

※
食
事
準
備
・
保
険
手
配
の
た
め
、
必

ず
締
め
切
り
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト
情
報
！

■申込・問い合わせ先
　大河内森林ガイドの会
　☎０９８３（４１）８４３３【FAX兼用】
　E-mail ofg.office@gmail.com

『
十
五
夜
踊
り
と

　
　

栂
の
木
歩
道
散
策
』
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選
評
・
角　

光
雄 

先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

沢
音
に
誘
わ
れ
し
身
や
風
涼
し 

山
本　

和
枝

［
評
］
渓
谷
を
流
れ
る
水
の
音
は
岩
石
に
あ
た
っ
て
は
は
じ
け
る
。
こ
れ
こ
そ
自
然

が
生
む
音
。
何
で
も
な
い
風
景
で
あ
る
が
、
作
者
は
自
分
だ
け
が
自
然
の
恵

み
を
受
け
た
よ
う
な
気
分
に
な
っ
て
い
る
。
或
い
は
日
常
的
な
体
験
で
あ
る

か
も
知
れ
な
い
。
大
阪
か
ら
見
れ
ば
ま
こ
と
に
羨
ま
し
い
限
り
。

昼
寝
の
子
風
通
り
よ
き
小
座
に
か
な 

中
瀬　

汀

［
評
］
孫
を
捜
し
て
い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
。
つ
い
さ
っ
き
ま
で
声
が
し
て
い
た
の
に

ど
こ
に
行
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
部
屋
を
探
し
ま
わ
る
・・・・・
。
あ
っ
、
あ
の
部

屋
だ
。
小
座
だ
。
小
座
と
い
う
の
は
小
座
敷
、
納
戸
を
指
す
。
そ
の
部
屋
を

そ
っ
と
開
け
る
と
窓
を
あ
け
て
い
て
風
が
よ
く
通
る
部
屋
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん

は
孫
の
寝
顔
を
見
て
ひ
と
安
心
。「
小
座
」
と
は
な
つ
か
し
い
言
葉
。

気
ま
ぐ
れ
に
停
ま
る
二
十
歳
の
扇
風
機 

那
須　

正

［
評
］
故
障
し
て
動
か
な
く
な
っ
た
扇
風
機
。
作
者
は
「
ま
た
か
」
と
舌
打
ち
し
な

が
ら
扇
風
機
に
近
寄
っ
て
叩
い
た
ら
動
き
だ
し
た
。
正
さ
ん
は
ど
こ
を
叩
い

た
ら
動
き
だ
す
の
か
を
よ
く
知
っ
て
い
る
。
だ
っ
て
二
十
年
来
の
付
き
合
い

だ
も
の
。人
間
と
機
械
の
絶
妙
な
つ
き
あ
い
、ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
一
句
で
あ
る
。

《
佳
作
》

夕
か
な
か
な
山
路
を
急
ぐ
母
の
声

小
丸
川　

隆

終
戦
日
爆
死
の
恩
師
の
こ
と
憶
う

黒
木　

八
重
子

年
老
い
て
健
気
に
暮
ら
す
夏
の
草

那
須　

瑞
穂

稲
の
事
思
わ
ぬ
日
は
な
く
床
に
つ
く

山
中　

勝

俳
句
募
集
＝
ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）



　本村では、この「愛」を高める≪愛響プロジェクト≫に取り組んでいきます。「自分の住む地域に愛着を持とう!」
　自分たちの愛する地域を守っていくという意識を持つことで、一人ひとりの活力が地域力ＵＰにつながります。
　自分たちの地域をより良いものにするために、何が出来るか？男女（とも）に考え、行動することが必要です。

4 椎葉村の「めざすべき将来像」
　 夢・生きがい・幸せ　かて〜りの里・椎葉

男女共同参画の い・ろ・は
　人口減少、少子高齢、過疎化、ライフスタイル等の変化により、地域活力の低下が懸念される中、これまで
以上に「かて〜り」の精神で、互いを想いやる心や歴史・文化の誇りを高めることが必要です。

「地域に活かそう　男（あなた）の力、女（わたし）の力」

　男女共同参画社会とは、老若男女「高齢者（経験豊富な人）、若者（活力ある人）、男性も女性も、あらゆる人々」
が個性と能力を最大限発揮できる社会をいいます。

■総務課行政グループ　男女共同参画担当

■発行／椎葉村役場　☎ 0982-67-3111  〒 883-1601 宮崎県東臼杵郡椎葉村大字下福良 1762 番地 1　
■編集／総　務　課　☎ 0982-67-3201・ＦＡＸ 0982-67-2825
■印刷／㈲ソーゴーグラフィックス

椎葉村ホームページ　http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
椎葉村メールアドレス　shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp
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　ナミヘビ科ナメラ属。毒を持たない本種は、「家の
主、守り神」などと古くから人と共に暮らす動物とし
て関わってきました。北海道から九州及びその周辺の
島々に分布し、南限は吐喝喇列島の口之島です。餌の
多い人里やその周辺に多く生息します。成蛇は胴の
径が５㎝、体長は２ｍ程になり南西諸島を除くと本土
で最大の日本固有種です。幼体の背面は黄褐色です
が、成長と共に青褐色を帯びてきます。国の天然記念
物である岩国市の「シロヘビ」群の個体は全身白色で
すが、これは本種が白化（色素をもたない）した個体
とされ同種です。成長と共にネズミや鳥などを好みま
す。腹板に側稜という体鱗１枚１枚にある盛り上が
りを持っているため、立木や壁などにおける移動能力
が高く容易に餌を捕食します。椎葉ではカゴクチと呼
ばれ、納屋のネズミを捕食することで重宝される一
方、飼い鳥やその卵を食べることでは嫌われました。

（九州大学演習林  椎葉康喜・智和正明）

アオダイショウ
19椎葉の生き物

未来にはばたけ！

　わが家で１番のやんちゃ坊☆ でも、笑顔の
かわいい憎めないやつです。これからもその笑
顔でみんなを癒してね♡

尾
前 

妃ひ

和わ

子こ 

ち
ゃ
ん

上
椎
葉
（
上
椎
葉
下
１
）

原
田 

惺せ
い

士し

郎ろ
う 

く
ん

松　

尾
（
小
河
内
）

お
と
う
さ
ん
：
健
司 

さ
ん

お
か
あ
さ
ん
：
の
ぞ
み 

さ
ん

平成22年１月７日生まれ

お
と
う
さ
ん
：
和
博 

さ
ん

お
か
あ
さ
ん
：
ゆ
り 

さ
ん

平成22年１月16日生まれ

　歌って・踊って・おしゃべり大好き・わが家
唯一のお妃

ひめ

ちゃん！ いつもみんなを和ませて
くれてありがとう♡


